ロトルア ニュージーランド シサツ ト ソノ カンコウシゲン ニ カンスル イチコウサツ by 安藤 満生
白鵬大学論集　第12巻　第1号（1997）51～92
文論
ロトルア（ニュージーランド）視察と
　　その観光資源に関する一考察
安藤　満生
目 次
1．まえがき
2．第一部　観光事業全般に関する、ロトルア観察項目「10」
3．第二部　ロトルア「観光資源」の現状と考察、そして観光事
　　　　　業の総合発展，プロセス論「段階的“20”項目」，
　　　　　及び「簡易チェックシート」の提案
　　　　　A　ロトルア「観光資源」の現状と考察
　　　　　B　観光事業の総合発展，プロセス論「段階的“20”
　　　　　　　項目」，及び「簡易チェックシート」
4．結び
一51一
安藤満生
まえがき
　平成8年4月1日から平成9年3月31日までの一年間、私は白鴎大学より
研修制度利用の許可を受けた。しかし、この期間中でも、大学の通常授業と
して、私の専門科目「品質管理」に関する三つのゼミナール、即ち二年生ゼ
ミ（15名）、三年生ゼミ（19名）及び四年生ゼミ（22名）は受け持ったもの
の、これらの「週三コマ」のゼミナール以外の時間は、全て私の自由研究に
当てる事が出来た。
　平成8年5月初旬より約一カ月間を掛けて、1）都市景観に関する品質
2）観光産業による「町おこし」などの研究テーマを掲げて、これらのテー
マを実地視察する目的で、ニュージーランドの幾つかの主要都市を訪問する
機会を持った。それらは、まず南島に位置する人口約35万人の景観都市クラ
イストチャーチ市から始まって、地球最南端の学園都市ダニーデン市、特に
若者たちに人気のある環境リゾート地クイーズ・タウン、そして北島に移っ
て、国際観光地域ロトルア市及び人口約90万人のニュージーランド最大の都
市オークランド市などであった。
　訪問して間もなく、この国が観光事業に特に力を入れている事に気づいた。
そこで、今回の論文では、特にロトルア地域を主に、この視察のテーマを
“観光事業による「町おこし」”に絞り、考察論文として書き上げてみた。ロ
トルアでの私の滞在期問は平成8年5月15日から5月18日までの極めて短い
3日間であったが、この国際観光都市ロトルアを中心に、この地域の観光体
制とその観光資源について、一旅行者の観察体験として述べてみた。しかし
今回の視察旅行でクライストチャーチ、ダニーデン、クイーンズタウン、オ
ークランドなど、この国の他の主要観光都市も訪問している関係で、ロトル
ア地域に限らず、ニュージーランドの観光一般についても、本論文の各項目
のテーマと関連する場合は、これらの都市に関するものも一部触れている。
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　また今回、外国での観光地視察を実地した主な理由は、低迷する日本の観
光産業を側面から、客観的に観察したいと考えたからである。近年に於ける
観光事業に対する傾向は、一般論ではあるが、1〉経済のグローバル化、2）
情報技術の日新の革新、3）交通及び輸送システムの高速化及び航空運賃の
自由競争、4〉顧客の健康と環境に対する新しい考え方などに影響されて来
ている。以上のような主な要因によって、ビシネス間の市場競争激化の「時
代の“波”」を日本の観光産業が受けていると考えられる。従って、在来型
の既存観光事業の考え方、及びその商習慣ではこの激しく変化する国際観光
事業の“時の流れ”を適切に読み切る事は甚だ難しい。そして更に消費者の
“心”の変化とその多様化した顧客の二一ズに対応できない現状になって来
ている。近年に於ける観光事業計画は、観光事業設立のための各構成要素が
複雑に絡み合ってをり、そしてますます総合化して来ている。これらの現状
を念頭に置いて、現地視察する事で、問題点は何かを見い出し、多少でも問
題解決の糸口に迫りたいと考えたからである。
　南半球オセアニア地域の観光地の一部ニュージーランドを訪問し、各都市
を視察した結果、私の理解によれば、観光事業に関する今後の経営戦略は大
きく変化して来ており、これらの状態を端的に表現すれば、現在の観光事業
とは、国も加担した、正に「総合的“町おこし・国おこし”」の傾向になっ
ていると考えても過言ではない。国、県、市町村、観光事業者、観光地の
人々は勿論の事、その他の地域の市民も巻き込んで、多くの人々の参加と協
力と知恵が必要である。この様な現状の変化を考慮すると、観光地を持つ
人々は以前にも増して観光産業と真剣に、かつ多面的に取り組まなければな
らない時期に来ていると私は痛感した。
以上の観点から、この論文は以下の三つに分類されている。
1　「今後の観光事業」に欠かす事の出来ない基本的で、且つ必要条件とし
　ての約10項目を掲げて今回の観察の対象とした。これらに関する現地
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　での私の“見たまま”“聞いたまま”そして“感じたまま”を述べた内
　容になっている。また時には、これらの私の見解は日本国内で応用可能
　　な提言書ともなっている。
2　a）観光客が、その観光地で「楽しみ」として捕らえる、ロトルア「観
　光資源」に触れている。全体の細部には至っていないが、どのような種
　類の観光資源が存在しているのかを実例として列挙した。
　　b）そして、今後日本の観光地域を計画する場合、総合的な観光事業を
　発展させるために必要なプロセス論、「段階的“20”項目」を提案し、
　その問題解決に必要な工程順を提示した。そして、その研究や調査の基
　本資料収集に使用可能な観光資源品質開発のための「簡易チェクシート」
　　を作成し、その内の二例を紹介した。
3　この論文のタイトルはロトルア視察と観光資源に関する考察となってい
　　るが、この論文の論末にきて、それだけには止まらず、今後の日本の観
　光地開発の真のあり方に及んでいる。そして、結びとして、総合的な自
　然環境を整えた“環境観光地”の開発方法のプロセスの提案を行ってい
　　る。
　いずれの内容も、統計的な数値を使用せず、どちらかと言えば概論的な
“見たまま、感じたまま”の観念的な内容となっている。その上、必ずしも
正確な意味に置いて第一部と第二部（a）及び（b）と順次に論説が繋がっ
ている訳ではない。
　尚、前巻発行の白鴎大学論集　第11巻　第2号（1997〉に記載された著者
の「翻訳」（41ぺ一ジ）“1996年から2005年の10年間のロトルア観光事業戦略
計画（次世紀のためのロトルア観光事業の位置付け）”を参照すると、国際
観光都市ロトルアの観光産業に対する姿勢が良く理解出来るので、併読を希
望する。
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第一部　観光事業全般に関する、ロトルア観光項目「10」
　1交通システム、2市民の親切さ加減とサービス精神、3情報、及び（i）
マークの観光案内所、4観光地の景観と印象、5安全、6宿泊施設、7食
事、8旅行費用、9公的都市基盤、10観光事業に関する教育
　上記テーマの10項目は、私が一旅行者として現地視察を経験し、その時気
付いた事柄の中で基本的に重要であると理解したものである。以下簡単な
説明文で述べる。
1　交通システム
a　ロトルアは国際空港の建設を希望しているが、現時点では、その必要
　はないかもしれない。それよりも、例えばクリーンでグリーンで、
　且つマオリ文化を“合わせ持つ”ような特色ある雰囲気を前面に押し
　出した文化的価値の高い、そして印象の強い、高品質の空問設計デザ
　インを現空港「旅客ターミナルビル」の中に取り入れるべきである。
　現在の空港デザインは、観光地空港としてのインパクトに少し弱い感
　じで、余り魅力ある空間設計とはなっていない。
b　人口350万人を考慮すれば、ニュージーランド全土で国際空港は、多
　くとも3～4カ所あれば良いと思う。もしも、ロトルアが本格的な
　国際空港を持つならば、機能的でコンパクトで分かりやすい空港が望
　まれる。出来ればロトルアは“ハブ空港”として、他の地方都市へ通
　ずるローカル空港へはエスカレーターやエレベイターなどをフル稼働
　させて、空港内で迅速に旅客を移動させる。能率良く次の目的地の
　ローカル空港ヘアクセスさせる方式を採用すれば、訪問客に喜ばれ、
　観光地空港として人気が出る。
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c　国際空港は到着エリァ、出発エリア、その他サービス・ゾーンを明確
　にした立体多重層ターミナルビルの方が、旅人には分かりやすく、又
　歩行距離も少なくて済む。空港コンセプト・デザインも、この国の自
　然環境を表現する環境観光地帯をイメージして、十分な庭園を室内外
　に配置した上で、リニアルとサーテライト方式をミックスした方法が
　好ましい。そして旅人へのホスピイタリテイを示すために、空港に旅
　のロマンの香りを漂わせるような文化価値の高い快適空問を創出した
　い。クライストチャーチ国際空港から都心部のダウン・タウンに通ず
　る幹線道路の周りの雰囲気は実に美しいものであった。街路樹の大
　きさ、周りの環境、どれを取っても申し分なかった。これに比較する
　と、ロトルアの空港から都心部へのアプローチ幹線道路周辺の環境と
　その印象は少し見劣りしていた。
d　ロトルアから北島の主要都市へはすべて鉄道で繋がっている。ダイ
　ヤは一日一本とか二本の極めて少ない本数であるが、ゆっくり旅をし
　たい人には大変有り難い。電車のスピードはあまり速くなく、時々
　自動車に追い抜かれるくらいである。車内の座席の前には大きなテー
　ブルが付いており、スペースも広くゆったりしている。車掌も大変
　親切で、車内放送で回りの景色の説明などもしてくれる。　コーヒや
　マフィン（ケーキの一種）のサービスを初め、ホット・ミールのオー
　ダーも可能である。味も含めて、車内でのケータリング・サービスは
　極めて良い。
e　ニュージーランドでの鉄道利用客数はやはり少なかった。駅は郊外
　に位置していたが、そのアプローチ道路はスムーズで分かり易い設計
　であった。駅の規模や景観は各都市でまちまちである。ダニーデン
　の駅は古いものであったが、お城のような歴史を感じさせる石造りの
　立派なものであった。クライストチャーチ駅は新築であり、規模も
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そこそこで、鉄とガラス使用のモダンで快適なステエーションであっ
た。以上の二つの駅は、それぞれ個性的で旅人に満足の行くもので
あり、素晴らしい感じの施設であった。一方、ロトルアの駅はプレハ
ブ小屋が一つあるくらいで余り感心出来ないものであり、オークラン
ドに至ってはプラットホームの上に屋根があるだけで、その他に何も
ない、何とも不思議な拍子抜けする駅であった。この二つの駅につい
ては、駅の景観やその周囲の雰囲気が観光客の誘致に大いに役立つ事
を考慮すれば、まず第一に「駅に対する前向きなコンセプト」を持ち
合わせる必要があると痛感した。
f　ドアー・ツー・ドアーの便利さが買われて、ここでも自動車は大変な
　人気であり、ロトルアも紛れも無く、自動車中心の社会である。市
　内での移動に関する主な交通システムはこの道路網に頼っている。
　幸いにして、市内の道路幅は殆ど四車線の広さがあり、私の見た限り
　ではそれ程ひどい渋滞は無さそうである。どの道路にも、路肩に駐
　車場が確保されており、この利用度が100％近くであった事から、不
　満があるとしたら、駐車場問題であろうと考えられる。また、歩道
　はかなり広く取ってあり、植栽やストリート・ファニチャーのための
　スペース確保が十分であった。特に繁華街近くの車道には所々にスロ
　ープの山があり、車がスピードを出せないような道路設計がなされて
　いた。バス・ストップも1、2ケ所市内に広いスペースが取ってあ
　り、長距離用バスを含めて問題はないように思われた。利用するの
　にも分かりやすく便利な場所であった。レンタ・カーの店も市内に数
　多くあり、迅速で親切で、このレンタル・サービス体制に観光客とし
　て感心させられた。
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2　市民の親切さ加減とサービス精神
a　ニュージーランドの人は質素で親切だと言われている。この旅行中、
　私も数多くの人と出会った。会った場所は空港、ショッピング・エ
　リア、銀行ホテル、市役所、機内、車内、レストラン、寺院、船内、
　町、大学、駅の待合室、旅行案内所、公園、郵便局、スーパーなどの
　場所でいろんなタイプの人達と挨拶を交わした。皆とても明るく、優
　しく、親切で、嫌な思いは一度も無かった。
b　国際線、国内線共、エアーラインの機内でのサービスは、機内食も含
　　めて、極めて上品で優雅なものであった。国際線の東京とニュージ
　　ーランド間の往復約24時間、飛行機の揺れは殆ど無かった。またクイ
　　ーズタウンからクライストチャーチ経由でロトルアまでの国内線の空
　の旅は、私の人生の中で最も快適な旅の一つであった。
c　“（i）マーク旅行案内所”の接客係の顧客に対する「案内サービス」
　　も、笑顔を忘れず丁寧で親切であった。旅館、ホテル類に関するパ
　　ンフや案内書の設置場所も、その配置の仕方も分かりやすく、その上
　便利であった。
d　タクシーの運転手の接客態度は大変親切であり、気持ち良く対応して
　いた。これは空港からのタクシー・サービスだけの話ではない。町の
　至る所、運転手は良く教育されており、旅人に対して何時も気持ち良
　い態度を保っている。彼らの勤務態度は素晴らしい「顧客サービス精
　神」の一語に尽きる。
e　ホテルのチェクインの時問は一般に午後2時からであるが、午前10時か
　　らでもサービスとして特別許可が出た。海外から長時問飛行機に乗
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って疲れていたので大変助かった。　しかしこれは“観光シーズン・
オブ’の時期だったので、特例かもしれない。
f　ロトルアでは実験のため三つの異なったタイプのホテルに宿泊した。
　100年の伝統を誇る格調高いクラシック・タイプ、海外ツアー団体旅
　行専門の近代的なコマーシャル・タイプ、若者のためのバックパッカ
　ー専用の宿である。しかし、どのホテルの受付の人も素晴らしく感じ
　の良い人達で、サービス・マナーを十分心得たプロ集団であった。ま
　たこの地区の都市問題について相談に乗ってくれた市役所の都市計画
　課の役人の方々も、紳士淑女で大変立派な方々で、彼らとの会話は十
　分に満足の行くものであった。
g　ロトルアの空港で偶然出会っただけの見ず知らずの若夫婦が、私を飛
　行場から市街地のホテルまで送ってくれた。後になって考えると、
　　この時、この夫婦は生まれたばかりの乳幼児を連れていたので、本当
　は私の世話などする暇はなかった人達であった。マオリ文化展示所で、
　案内係の人に、私がこの国のシャーマンに興味があると話しただけで、
　シャーマンの住むマオリ部落まで連れて行って会わせてくれた後、ホ
　テルまで送り返してくれる等、旅人に対するその親切さは、私の想像
　を遥かに越えており、ただただ「驚き」の一語だった。
h　観光産業を支える根底は、市民の自発的な旅人に対する上記のような
　“親切さ”が必要なように思われる。これらの成果は、単なる学校教
　育だけで出来るものではない。余りの“タイミングの良ざ’のこの
　自然発生的メカニズムに対して、これはこの国の歴史的発展過程の中
　で必要性を感じ、自然に習得し身につけたものなのであろうかという、
　疑問が残るほどだった。
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3　情報、及び（i）マークの観光案内所
a　現在の社会では、新聞、ラジオ、テレビ、ビデオ、雑誌、旅行専用パ
　ンフレットなど町には観光に対する情報が溢れている。ロコミも含
　めて、これらの情報のためか、若者から、家族連れ、そしてお年寄り
　に至るまで、観光ブームを巻き起こしており、旅行は現代社会の中で
　ファッション「社交的流行」として幅広く受け入れられて来ている。
　今回、私が経験した情報収集で、最も効果的だったのはニュージーラ
　ンド日本大使館を通して、観光課から有料で送られて来た「観光案内
　書」と、かなりの情報量が記載されている「宿泊施設案内書」の小冊
　子であった。この小冊子のお陰で、海外旅行も苦にする事もなく、
　その後、手紙、電話、ファックスを利用して、比較的簡単に宿泊施設
　やその他の予約を取る事が出来た。今回はホーム・ぺ一ジ利用のイ
　ンターネットによる情報収集は行わなかったが、将来はこのインター
　ネットが主流と成るかもしれない。しかし、要は理解しやすく、シン
　プルな情報収集の方が一般の旅行者には便利で、しかも利用しやすい
　ものである。
b　観光客に取って、ニュージーランドの各都市にある（i）マークで表示さ
　れている「観光案内所」の存在は大いに役立つ施設である。それら
　の案内所はどの都市でも、町の目の付く所にあり、建物のサイズも規
　模も丁度良い。利用しやすい雰囲気があり、係の人達も接客に親切で、
　質問もしやすく、室内に長時間いても疲れない。観光名所、宿泊施設、
　アトラクション、町のエベントなどのパンフレットや写真集、絵葉書、
　観光ビデオ、小物のお土産品、フイルムなど観光に関するものなら何
　でも一応整っている感じの場所である。汽車や長距離バスの時刻表
　は勿論の事、それらの乗り物に関する乗車キップもその場で簡単に購
　入出来る。旅をしている老夫婦がここへ立ち寄り、その日のための宿
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　泊施設を探して、予約して去って行くのを見た。特にロトルアの「（i）
　マーク観光案内所」は観光客用及び長距離用「バス亭」付きの素晴ら
　しい施設であった。
c　ニュージーランドのテレビ・チャンネル数は日本のものと比較して極
　めて少ないが、その中に観光専門の広告を流しているチャンネルが一
　つある。一日の放映時間数は短いが、その内容は観光用グッズ店、フ
　ランス・レストランや中華そして日本料理店などの各種レストラン、
　宝石店、観光名所案内、洋服店、一日観光ツアーなど観光に関する事
　なら何でも取り扱っている。また特別放送として、日本人観光客のた
　めに日本語で放送してくれる時間帯があり、日本人観光客に受けてい
　る。この番組を一日中見ていると、この地域の観光がよく理解できる。
　この事実は如何に国際観光客数が増加しているかを物語っている。
4　観光地の景観と印象
a　ロトルアはニュージーランド北島のほぽ中央に位置しており、鳥諏図
　的には、この市を中心に、北にロトルア湖、南にこの国最大のタウポ
　湖と大きな山々の連なる山脈があり、東側には国有森林が広がってい
　る。火山活動が活発な所で地熱利用の公園や温泉があちこちに点在
　している。さらにその周囲には15カ所以上の大小の湖があり、自然
　環境を全体として捕らえた場合、周囲の地形と環境は変化に富んでお
　り、豊富な自然と共に静かで、実に美しい所である。また老若男女
　の訪問地として退屈しない目的観光地である。　しかしロトルア市内
　そのものは、地形的には平凡な感じの、ほぼ平地林形都市であった。
b　道路はただ単に車が通過すればよい、また歩道は単に人が歩くためだ
　けとは決して考えていない。この車道と歩道を積極的に利用して、町
　を楽しく、美しく、快適空間にしたいと願うコンセプトがこの町のあ
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ちこちに存在している。一般論として、もしこのコンセプトを深く
理解し「町作り」に導けば、町の景観問題の半分以上が解決したと理
解しても過言ではない。ロトルア市内の車道も、歩道もその幅は十
分広く取ってあるので、車の流れがスムーズであるだけではなく、町
の至る所にオープン・スペースが存在して、通気性も良く爽やかであ
る。車道の中央分離帯に並木が植栽されている時もあれば、両脇の車
道に植林される場合や、歩道にある場合など、実に変化に富んでおり、
並木の植栽プランにも気配りのデザインがされていた。その上、樹
木の大きさと高さは群を抜いていた。樹齢何百年もの木々の並木は
正に圧巻で、何物にも変えられない景観である。歩道のあちこちにス
トリート・ファニチャーが設置されていた。また、ほぼ全市に渡っ
て、市内の歩道床は地場産のタイルやレンガの化粧床仕上げであった
のにも感心した。面自い試みとして、街の中央の幹線車道の交差点
が、一寸人の集まるような小さな遊びの円形広場になっており、車は
その周囲を回って、ゆっくり通過するように設計されている。所々
の車道にはスロープの山があり、「車の流れ」と「人の集まる広場」
という全く異質な機能がうまく同居していた。話しでは良く聞いてい
たが、このようなタイプの市民の憩う円形広場の完備された交差点を
見るのは初めての経験であった。
c　繁華街の一部を除いて、建物はセット・バック方式が取られている。
　即ち歩道から数メートル離れてから建築物を建てる方式で、これだと
　何れの家も前庭が出来るので、そこに緑と太陽と通気のスペースが得
　られ、そこで住む人々の健康な生活が保証される。また他の利点と
　して、この様な方法を採用すると、交差点で視界が良くきき、交通事
　故を未然に防ぐことが出来る。その上、町の秩序ある景観を整える
　事が出来る。
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d　町には大小様々な公園がある。特にこの国には“ドメイン”という
　名の超大型公園が存在する。私はオークランドにある二か所のドメ
　インを訪問する機会を得たが、その余りの広さと美しさに唯々感銘し
　た。筆舌に尽くし難い程であった。ロトルアにも、これに似た公園
　が植物園パークとして存在し、町に景観と快適気候を与えながら、多
　くの市民の憩いの場としても利用されている。この様にして、町全
　体が魅力に溢れ、美しく楽しい場所である事が、これからの環境観光
　目的地としての必要条件の一つになる。
5安全
a　他国を旅する観光客にとって、世界的傾向の車社会の中、特に現地で
　交通事故に巻き込まれないかという点が大きな心配である。私もレ
　ンタカーを借りて、実際現地であちこちと運転を試レてみた。また
　バスなどによる移動の時も、注意して周りの車の事、特に自動車に気
　を配って観察した。まず最初のクライストチャーチでは、朝夕のラ
　ッシュ時の混雑と繁華街近くの混み具合が気になった。しかしそれ
　以外の時問帯はさほど混雑しておらず、車の流れも極めて良く、全体
　として、安全な雰囲気であった。ダニーデン、クイーズタウン、ロト
　ルアなどの町は道路幅も広く、人口密度も低いので、以上の四都市は
　安全だと考えて妥当である。最後の訪問地であったこの国最大の都
　市オークランドは、さすがに車の数量は多かった。特に、ラッシュ・
　アワーの渋滞はひどく、私もウイーク・デイの午後5時頃繁華街近く
　で、この渋滞に巻き込まれた。普段なら10分位でホテルヘ帰って来
　られるところ、約40分くらいかかった。高速や幹線道路は狭くはな
　いが、もう1～2本車線がある方が望ましい。市民の人の話では、オ
　ークランド住民は車のスピードを出し過ぎるとの指摘があった。私
　もここの高速道路の運転を経験してみて、やはり一寸速いような気が
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した。約一カ月に於けるニュージーランドの私の滞在中、幸いにして、
私自身交通事故に巻き込まれる事もなかったし、また他の人の交通事
故の話も、またその事故現場も目撃しなかった。車のスピードや台
数から、事故に巻き込まれない保証はないが、旅人にとって、この国
は比較的安全な旅行地であると私は理解した。
b　約一カ月間に於けるニュージーランド滞在期間中、現地の新聞、ラジ
　オ、テレビなどの機関を通して余り凶悪な犯罪に関する報道はなかっ
　た。私の方もそう言う話を耳にしなかったので、訪問中犯罪の事は
　すっかり忘れていた。各都市でいろいろな方とお目にかかったが、
　事件などに関する悪い話は会話中、話題に上がらなかった。それで
　も一度、この件について、ニュージーランドに到着して間もなく、私
　は現地の年配の幹部公務員に直接この件に関して、質問してみた。彼
　の話によると、凶悪犯罪はこの国では稀であるが、最近旅行者を狙っ
　た「盗難」が多発しているので、くれぐれも注意するよう忠告を受け
　た。滞在期間約一カ月で一件、クライストチャーチに住む少女が行方
　不明だと報道されていた。交通事故と犯罪のない社会条件は、これ
　からの観光産業の成長に役立つものである。
6宿泊施設
a　宿泊施設の建設と関係して、まず第一に考えるべき事は、観光地の
　「地域全体」のデザインが何より大切で、その事が忠実に実施されて
　いるかどうかチェックする必要がある。地域全体計画の方はどちらか
　というと、「永久計画」に近い物であり、一度建設されると、後では
　変更しにくい物である。自然条件や地形の利用を初め、交通システ
　ム網、街路幅、駐車場、セット・バック、公園、ドメインなどの基本
　設計計画が観光地に合致しているか、そして町全体が美しく、魅力あ
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る物なのかを真剣に検討しなくてはならない。これらがまず第一に
計画され、実行に移されれば観光地の景観として、80％以上成功して
いるものと確信する。上記の諸条件を理解した後、個々の宿泊施設が
論じられなければならない。その逆の発想で観光地を作り上げてし
まうと、仮に、個々のホテルがどんなに素晴らしい物であっても、町
または観光地全体として考えるとき、大変魅力に乏しいものとなる。
その点、今回訪問した各都市は個々の建築物より、まず優先して全体
計画が過去の時点で成されてをり、個々の宿泊施設建造物はその地域
計画の枠内で、その都度、時代の要求に応じて建て替えられて行く無
駄のない方式であり、最も‘‘賢い都市作り”の印象を各都市で強く受
けた。
b　旅行者の客層に合わせて、高級ホテル、一般ホテル、海外からの団体
　旅行客のためのコマーシャル・ホテル、バック・パッカーのための宿、
　家族のためのモーテル、登山を好む人々のための山小屋、野外宿泊の
　キャンプ場、若者のためのホームステイの住宅部屋など各種の施設が
　必要である。ロトルア観光宿泊施設の現状は旅行シーズン・ピーク
　時を除いて、ほぼその需要の要求数量に答えている。今後の海外観
　光客の増加とこのピーク時に関する解決策として、もう少しコマーシ
　ャル・タイプのホテルの増築が望まれている。ロトルアでは、三つの
　異なったタイプ、1〉格調高い、伝統的なホテル、2）バック・パッカ
　ー、若者のための宿、3）海外からの団体観光客のためのコマーシャ
　ル・ホテルなどを体験宿泊するため、私はこれらの異なったタイプの
　ホテルに泊まった。三施設とも、最新設備を完備した贅沢なホテルで
　はなかったが、それぞれ工夫が凝らしてあり、快適な宿泊場所であっ
　た。欲を言えば、建築物の内部空間にもっと斬新なデザインを試み、
　現地の文化を反映した観光地のホテルとして特色を出して欲しかっ
　た。ロトルアのホテルでは、一階での宴会のざわめきと話し声が夜
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中まで響いたり、エァコンの騒音とか、二階の若者が朝まで騒ぐ音が
したり、「音」に対するホテル側の考えの甘さが目立った。観光地ロ
トルアとしての、宿泊施設に関する今後の課題は次の段階として、
「量」から「質」への品質転換が期待される。
7　食事
a　世界経済の発展、近代の輸送技術システムによる物流の高速化と国際
　化及び情報の洪水によるおびただしい知識などの影響によって、わが
　国では、世界の食材が至る所で見られる。その結果、大抵の日本人
　は洋食、和食、中華、インド料理など世界各国の殆どの料理に関する
　一応の知識と試食の経験がある。今回の訪問で一日三食として、約
　一カ月で90回程度ニュージーランドで食事をした事になる。　しかし
　不思議な事にどんな種類の食事を取ったのか、そしてその味はどうだ
　っか、余りはっきりした記憶がない。明確に記憶している2、3の
　例を挙げる。1）国内エアーラインの機内食として出された「小さな
　リンゴ」の味がとてもフレッシュに感じた。2）間食用のマフィン
　（ケーキの一種）の美味しさ、これはこの国特有の雰囲気があった。3）
　オークランドの中華店で試食した飲茶料理である。　この事は如何に
　食材も、料理も、もう既にグローバル化していて、特に旅行者にとっ
　て自国の食べ物と余り変わりない事を意味している。そして今後ま
　すますこの傾向は世界の観光客へと広がって行くものと信じる。また、
　この事実は観光地に於ける最善の食事とはその地で取れる地場食材を
　使用した料理であるかも知れない。
b　塩分控えめの食事を強いられている私にとって、こちらの食事の味は
　自然の食材の味が出ていて大変美味しく思った。　しかし日本から来
　ていた若い人達や留学生たちにこちらの味について聞いてみた所、皆
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こぞってこちらの料理は味付け前のようだとの返事だった。味も料
理の種類も多様化している上に、年齢差によって、また、国の食文化
の習慣によっても、食事の好みの内容も味も各人、多少異なってい
る。旅行者の「真の嗜好」の要求を掴む事は、甚だ個性的で難しい。
以上、上記の理由から多くのレストランでカフェテリア方式が採用さ
れていた。それも、日本食風、中華風、洋食風など各種のカフェテ
リアが同じスペースに店を並べ、各テナント間でお互いに味の競争を
していた。この事が多様化に対する一つの具体的な解決策である様
に私は感じ取った。
c　食事の栄養が悪いと、異国で生活する旅行者はスタミナ不足となり、
　病気になりがちである。その点こちらの食事は十分栄養があり、ま
　たボリュームもたっぷりあるので、しっかり食事を取っていれば、余
　り疲れる事もなく健康上は安心である。地元のスーパーに行って見
　ると理解できる。一般に食材となる基本的なもの、魚類、肉類、野
　菜類、果物類、パン、クッキー、マフィン、ソーセージなど実に新鮮
　で、豊富で、価格が安いのに驚く。多分この時、旬のものであった
　と思われるリンゴを一例に取れば、15種類くらいのリンゴの山また
　山であった。私の理解した限りでは、この国の食生活は極めて豊富で、
　旅行者にとって満足の行くものであった。
8　旅行費用
a　海外観光地の知識、飛行機の大型化と高速化、円高メリット、異国情
　緒などのトータルな影響で、観光客はさらに珍しい物、さらに遠くの
　場所を求めて旅行する傾向にある。一例として、我が国の若者達もこ
　のブームに刺激されてスキー・スポーツ観光の一環として、超パノラ
　マ的自然環境を楽しめるカナダ、アメリカ、スイス、ニュージーラン
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ドなどのスキー・リゾート地域へと出掛けるようになった。価格面か
ら見ると、アメリカなどの観光会社のパッケージ・ツアーのものに比
べて、まだ日本のものは割高であるが、一頃に比べると、海外旅行
「パッケイジ・ツアー」の価格は下がって来ている。旅行費用が安く、
異国情緒が味わえるとなると、コストと品質の関係で海外旅行に人気
の出るのは当たり前で、これが今日の海外旅行ブームを引き起こして
いる。また大手旅行会社を通す事なく、個人で購入出来る航空運賃の
値段も様々で、条件は異なるが、高い価格のものと安いものでは、
50％近くの開きがあり、消費者が自由に選択できる時代がやって来て
いる。その上、アジア全体の経済が活発になって来ており、多くの
アジア人が海外旅行を楽しんでいる。以上の影響を受けて、旅費や
他のコストが安く、グリーンで、クリーンな“観光資源品質”の良い
ロトルア観光地は世界の各地から、特に最近ではアジアからの訪問客
が増加している。この傾向は当分続くものと、ロトルアでは予測して
いる。
b　ニュージーランド国内での電車賃及びバス代などの交通費、観光地で
　の入場料やアトラクションの料金などは国、地域、団体などである程
　度の相場が決まっているので、旅行者にとってそのコストに対する選
　択の余地はない。私の観察では繊維関係の加工品、例えば縫いぐるみ
　人形、セイター、衣服などの手問のかかるものや、印刷物関係は少し
　値段が高い様に思えた。しかしタクシー代も含めた運賃、宿泊費用、
　食事代、スーパーなどの生鮮食料費、雑貨品代などの一般的な値段は
　私の印象では余り高くなく、日本の価格と比べると、平均して「半額」
　位（多分60％位）になるかも知れないと感じた。また、交渉次第では
　ホテル代もかなり値段を下げる所もあったので、ニュージーランドで
　の旅行費用はむしろ「安い」との感じを受けた。しかし現地で会った
　　日本人学生やカナダから来ていた旅行者は、この国の旅行費用は「高
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い」とはっきり言っていた。この旅行費用の判断は難しい問題であり、
飽くまでも私の推測であるが、この国の旅行に関する総合費用は、今
のところ丁度手頃な感じで、もしこれ以上ニュージーランドの物価が
上昇する様であれば、この国の観光事業に少なからず、打撃を与える
かも知れない。
9　公的都市基盤
a　インフラ・ストラクチャーの広義の意味の都市整備となると、訪問客
　の観光地域へのアプローチを考慮して、空路からは空港整備、海上か
　　らは港湾整備、陸路の場合は鉄道計画やそのステーションの整備、高
　速道路を経由する時は、高速道路やそのインターチェンジ計画の整備
　　などが問題となる。その上、これらの重要な各交通結節点から観光
　都市「市街地」や観光名所及び宿泊施設へ導くアクセス交通網の快適
　　さや効率の良さなどが上げられる。その周囲の景観の整備なども観光
　業成功のための問題解決の一つのキーとなる。観光客を導くためや、
　　その効率の良さのために、各種の公的都市基盤の建設が行われている。
　　しかし建設はあくまで人工的な物であり、特に交通システム建設はコ
　　ストもかかり、その上、大開発になるので、自然破壊を伴うものであ
　　る。最近最も重要な観光地の課題の一つは、如何にして自然環境を
　守り、便利で快適な交通システムを建設しながら、且つ観光地の環境
　や景観を保つことである。　これらの基本的で重要なコンセプト計画
　の確保に失敗すると、観光客にとっての第一印象は、この町が魅力の
　　ない、安らぎのない場所と映るであろう。この総合的基礎コンセプ
　　トの確かな立案がなければ、巨大建設投資にも拘わらず、長期的観点
　から、他の観光地との競争に敗れ、衰退して行く運命にある様に思わ
　れる。今回訪問したロトルアは、観光地として、公的都市基盤の一
　つである交通システム建設がゆったりしていて、今後引き続きこの町
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を改善して行く場合に置いても、不動産にかかわる利権などを含めて、
大きなトラブルが地域の人々との間に発生する事は予想しにくい。
今後の再開発や町の改善をスムーズに行う事や、そして周囲の自然環
境が　「さらに良くなる」可能性のある事を念頭に置いた、ゆとりの
ある　「交通体系」を配慮した観光地作りをしているのが、ロトルア
市である。
b　ライフライン・インフラ・ストラクチャーとして、主に上水道及び下
　水道の普及、熱量の提供源としての電気、ガス、石油などの完備、衛
　生面でのゴミ処理施設、そして情報の提供設備として電話やファック
　ス、さらに基本的な情報としての葉書、手紙そして電報などの郵便物
　が上げられる。その他、ラジオやテレビ、また時代の変化と共に携
　帯電話やコンピューターによるインターネット・システムなどの必需
　品が、今後の社会で次々と生まれ、その種類も数量も増加の傾向にあ
　る。約一カ月問の私の滞在の経験を通して、この国の水、熱量そして
　情報などの「ライフライン・インフラ・ストラクチャー」に関して、
　特に不自由した記憶はなかった。ロトルアのホテルで、夜中水道管が
　破裂して、廊下が水浸して大騒ぎした事故が一度あったが、旅行者と
　して特に贅沢を言わなければ「ライフ・ライン」に関しては満足に
　近いものであった。しかし旅行者へのサービスとして、もう一段高
　い希望を述べるとすれば、建物内部での機器の設備関係が最新式に近
　いタイプの物であれば、この国の公的都市基盤の設備の能力に対し、
　もっとその効果が期待出来、さらに快適だったと思う。
10観光事業に関する教育
a　地理的条件などにより、北半球には数多くの国々が存在し、数千年の
　長きに渡って多くの人々が住みつき、各々の伝統と文化遺産を築いて
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いる。　この北半球地域の人口は既に過密状態であり、さらに今後も
人口は増加の傾向にある。これらの人口を支えるため、今世紀にな
って大量生産方式が導入された。これは経済の成長や食料及び工業
製品などの生産量の増大など良い結果をもたらす反面、大気汚染や乱
開発、及び産業廃棄物などによる自然環境破壊の様な悪い面も目立つ
ようになって来ている。又時代変化の激しい近代社会の中で、北半
球に住む人々の生存競争も苛酷になりつつあり、日々の生活の中でス
トレスが蓄積されているのが現状である。近年になって益々、北半球
の住民はストレス解消のため、失われつつある自然を求めて、自然環
境の良いクリーンでグリーンな場所を求める様になって来ている。
一方、南半球に位置するニュージーランドでは、自然がまだ豊富に残
っており、人口が約350万人と少ない上に、美しい都市建設のために
必要な「基本設計からの町作り」に対し比較的良い条件を備えてい
る。また一方、交通技術、特に航空輸送システムの発展などを考慮
すると、ニュージーランドは今後、当分の間、「需要と供給」論理も
伴って、観光地として栄えるための多くの条件を備えている。そし
てこの願ってもないチャンスを逃さない姿勢が、この国ニュージーラ
ンドの国民から伺われる。私もまた、今回の訪問でこの国が国を挙
げて観光事業に真剣に取り組んでいるという強い印象を受けた。観
光地の自治体や観光業者は勿論の事、その地域住民もこの仕事に誇り
を持ち、前向きで協力的である事実に気付いた。空港やホテルで接
客してくれた従業員のサービスは勿論の事、タクシー運転手や町で出
会った人達、そして郵便局の局員など、この国の各都市で受けた接客
態度は極めて良く、且つ大変親切なものであった。観光客に対する
「サービス教育」が徹底して行き届いている様に思えた。旅人に接す
る市民の態度に関する印象は、一口に言って、サービスの基本である
「フレンドリー・優しさ」であった。このようにして、観光教育への
基本姿勢である顧客へのサービスが、この地域で自然発生的に存在し
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ている。また一方では、若い世代への人材育成と近代的な組織教育を
目指して、ロトルァ地区は市内にワイアリキ観光専門高等学校を設立
している。そしてこの学校はこの国の観光産業の理論的教育の指導
的なセンターとしての位置付けを期待しており、観光産業サービス技
術向上と観光戦略に対する「品質」をさらに高めようとしている。
b　観光業も突き詰めて行けば、「教育に始まって、教育に終わる」と言
　える。ここニュージーランドでは国民全員が観光業に参加するため
　の社会条件が整って来ており、またその気運も高まっている様に思え
　た。観光産業に於ける、サービスの原点とも言える、トップからボ
　トムまでの「全員参加」による「真の教育」が、この時点では、この
　国に存在するように感じられた。
第二部 口トルア「観光資源」の現状と考察、そして観光事業の総合発展、
プロセス論「段階的“20”項目」、及び「簡易チェックシート」の
提案
ここでは、まず第二部（A）として、ロトルア観光地域に於ける観光資源に
関する現状として、その主な種類の概要を示す。そしてその観光資源に関し
て、aから」までの10項目に関する考察を加える。次に第二部（B）として、
日本の観光事業を総合的に開発するため、特に観光地域の「新計画」と既存
観光地の「診断と改善」に使用可能な観光事業発展のためのプロセス論“段
階的‘‘20”項目”を提案する。そして次にその基礎資料収集のための「簡易
チェックシート」の試案、調査用チェックシートニ例を紹介する。この観光
事業発展のためのプロセス論‘段階的20項目”コンセプトの使用が今後の日
本の観光業を総合的に改善するために、多少でも役立つ事を期待している。
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（A）ロトルア「観光資源」の現状と考察
ロトルア「観光資源」の現状
　この地域の観光資源は、エベントも含めればかなりの量と種類になる。観
光用パンフレットやそれらに関する小冊子を、私がロトルアに滞在した三日
間で、当地で収集し、それらを日本へ郵送した。現地で集めたパンフ、小冊
子及びビデオなどはかなりの量に及んだが、一旅行者だった事や、滞在期問
が短かった事を考慮すれば、まだ多少の観光資源に関する情報の量と種類が
抜け落ちているかもしれない。帰国後、これらの資料は大学の研究室で、1
自然　2文化（人工的）3その他の種類に大分類された。主なものを以下の
順序で述べる。
1　自然
　・基本的には、ロトルアの気候、地形そして自然環境全体を観光資源とし
　　て、積極的に利用。
　・「地熱利用」及び「水利用」はこの地区の最大のテーマである。
　WaiotapuThemlalWonderlandやRainbowSpringsなど
　・羊、鹿そして牛など家畜の放牧風景
　・マス池公園　その他魚類の池公園
　・羊ショー、SheepDogsもアヒルも出演及び多数の羊
　・Lakeフロント庭園
　・公園　K盆rauPark、OrcLardGardensなど
　・Gove㎜ent　Gardens
　・トンガリオ大森林国立公園
　・火山　WaimangnVolcar直cVa皿eyなど
　・森林　WhakarewarewaForestなど
　・17の湖（ロトルア湖、タラウエラ湖、ロトマハマ湖、オカタニヤ湖な
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ど）
・泉ParadiseValleySpringsなど
・温泉　WaiiteValleyH：otPoolやPolynesianPoolsなど
・Mud：Pool、RotMinera1：Poo1など
・GeyserPark＆BoUingMudPark
・Kiwi舳t　Count㎎
●Rotorua　Secret　Gardens
・植物園
・動物：キューイ、：Kiwi且ouse　in　the　Rainbow　Springs、N．Z．’s　Wild
Animals＆Native　B圭rds
・滝Water鋤1sint鵬BuriedVmage
・FlowerPark＆Indoor　Garden
・自然とスポーツ及びレクレーション
スキー　Field．s血theTonga血oPark
ゴルフ　Sp血g而eldCousesなど
乗馬　attheFamlland
山岳冒険、洞窟や崖などの探検
　4V▽1）B敷e　Tours＆Mountε血B曲g
Skyl血e　Skyガdes　byAtrcraft＆Helicopter（VolcanicArea＆Island〉
タンゼン　スカイダイビング
：Kait皿aRiver　（急流下り、Jet　Boating〉
Balloon　Flights、Bush　Safari、4Wheel　Farmbike　Experience＆
OffRoad．Rac血g
Fish血g　（trout五shing）
その他；w丑d　cow　mi㎞g　contests
　　　　native　bush　w証ksなど
2　文化（人工的）
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・観光資源として、ロトルアでの一番の目玉は「マオリ文化」又はそれら
に関する観光産物
・N．Z．Mao亘Arts＆Cra乱s
・マオリ住民地区
・マオリ　ステージ＆ダンス　ショー
・Ro候）rua］M：useum，ofArt　and　History
・道路（特に街路及び街路並木）
・ストリート　ファーニイチャー
・Central　Shopp血gDistガct
・Rotorua　Convention　Center
　（劇場及び国際会議可能な会議場）
・Tudor　Towers＆Agrodome
・TourismRotoruaCenter
・ForestrylnfbmationCenter
・Hoyts　Movieland＆Geyserland．Bow1
・Cate血しg　Se団ces（各種レストランなど）
・宿泊施設（hotel，mote1，motor　lodge，cosy　cottage，apartment，
room　fbr　the　homestay＆farmstay，lodge，cottage　fbr　the　kiwipaka，
backpackersなど
・Pnvate　Sector　Dist血ct
・AceofClub
ロープ　ウエイ（fbrbreathta㎞gviews）
●：Lakeland　Queen　Cruises（boat直de）
・その他
3　その他（各種旅行パッケイジ、エベントなど）
　・各種旅行パッケイジ
　ロトルア　エベント（代表的なもの）
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　　12月：ロトルア　サンタ　パレード、新年イブMardiGras
　　1月：農業農場ショー、ブルー　レイク　丁血athlon、ロトルア食物とワ
　　　　　イン祭、パワーボート競争、レレワカーイツーロヂオ、100マイ
　　　　　ル水上スキー競争
　　2月：湖水泳、庭祭り、RSABowlsトーナメント、サルファー市自動車
　　　　　ラリー
　　3月：マナク村フェアーと田舎スポーツデー、国際二日間歩く会
　　4月：カントリーミュジック賞、イースターヨットレガッタ、　信用金
　　　　庫ハーフマラソン
　　5月：フレッチャーチャレンジマラソン、大ニュージーランド彫刻ショ
　　6月：Squash　Open、女王誕生日室内ボールトーナメント、ミスロトル
　　　　　ア美人コンテスト、N　Z国立Ma均’o㎞gトーナメント
　　7月：ロトルアMad真冬フェスチバル、自動車交換会、ゲイサーラン
　　　　　ド猫クラブ年問ショー、カーラリー
　　8月：韓国味祭り、北島Taekwondo選手権、鉄道クラブ展示会、100km
　　　　　ロードレース
　　9月：クランガイツクNetba11トーナメント
　　10月：日本スポーツ祭り、家族レジャーショー、ジャズ音楽祭、ターガ
　　　　　ーモーターラリー
　　11月：ロトルア国際ますフイシイングトーナメント、キルヱル友情ウイ
　　　　　ンドーサーフィング競争
　・その他
ロトルア「観光資源」の考察
a　ロトルァ観光は自然環境をまず何よりも第一に大切にしている。そし
　て自然保護は勿論の事、それらを積極的に観光資源として利用してい
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る。少しでも、人工の物を作る事は自然破壊に繋がるものとの考え方
が優先している。余分な物を建設しなければ経済的にもそれだけコス
トがかからず、国民に対する経済の負担も少なく、一石二鳥である。
b　無駄な土木・建築に対する投資が行われていないので、町の中も、ま
　たその周りの自然環境も美しい。この事は、現代の地球環境保護の観
　点から考えれば重要であり、その上、ロトルア地域は地球上に残され
　た数少ない貴重な場所に成りつつある。公園も多くあり、植物園と呼
　ばれる超大型オープン・スペースは、とても素晴らしい憩いの場所で
　ある。また青く澄んだ多くの湖は、環境管理の良さを物語っている。
　法的にも、各種の自然保護の規制があり、勝手に観光業者が開発出来
　ないようになっている。現在の国際観光客が求める「真の二一ズ」を
　よく理解して、この国は積極的にその顧客の要求を満たそうと努力し
　ている。そしてこの考え方と実行がこの地域での何よりの観光資源と
　なっている。
c　ニュージーランド政府はマオリ文化を尊重してをり、この事は少数民
　族保護にも繋がっている。そのためか、マオリ族の人々は生き生きと
　した表情である。マオリ文化による観光産業は、あらゆる面でよい結
　果をもたらしている。マオリの人達が創作する工芸品、音楽そしてマ
　オリ・ダンスは観光資源として大いに役立っている。さらにニュージ
　ーランド政府は、これらマオリの人達が、この観光事業以外の発想で、
　さらなる創造性を発揮する事を期待しており、その結果新しい方向性
　が創出され、もっと創造的なマオリの観光産業資源が加わる事を期待
　　している。現在の所、マオリ人製作の多くの工芸品が陳列されている、
　立派な「マオリ工芸センター」がある。そこは観光客も入場可能で、
　マオリ人の案内によって、一つ一つのクラフトについて、その製作過
　程など懇切丁寧な説明が行われており、観光客の人気を博している。
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d　地熱を利用した観光ゾーンがあり、多くの観光客が押し寄せ大変な人
　気である。何十秒かおきに数十メートルの高さまで吹き上がる
　“geyser　park”は見物であった。またそのゾーンの中には、種類の違
　った各種タイプの地熱利用のエリアが存在しており、これもまたこの
　町の目玉の観光資源である。町全体にイオウの匂いが立ちこもってい
　たのも風情があり、観光地を十分意識させた。
e　町のあちこちで温泉プールがある。しかし温泉利用の生活習慣の違い
　で、日本人から見れば、その観光資源が十分に使われていないように
　思われた。　　　ノ
　出来れば思い切って、ある地区だけ法改正を行い、日本人の観光客を
　主に“純ジャパニーズ方式”の温泉村が存在すればかなりの話題性も
　あり、人気が出る様に思う。又コストも余り掛からず、その上自然破
　壊にも繋がらない。
f　ロトルアにはニュージーランドを代表する珍しい小動物キューイや、
　美しい野鳥などを始め、多くの種類の野生動物が生息している。町の
　あちこちにこれらを見物させる場所がある。魚類関係ではマスに人気
　があり、マス池が多く見られた。生産の管理と高品質（Q　C）維持の
　ため、この国では商品の優良品質を表すのに「しだの葉」の“Q　Cマ
　ーグ’が使用されている。そして、この“しだの樹”がこの国の植物
　の象徴の一つでもある。大小さまざまな大きさのしだの樹が密集す
　る公園があり、その中には、キューイ、ブタ、野生の鳥そしてマス池
　などが数多く、且つ上品に配置されてをり、観光客にとって楽しい時
　間と思い出の場所となっている。
g　公園は勿論の事、街路や町のあちこちに魅力的な樹木が存在する。印
　象深かったのは樹齢何百年も経つ大木が多かった事である。これも重
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要な町の観光資源である。想像以上の大木の並木郡はこの町を訪れる
旅人に無言のホスピタリテーと心の安らぎを与えている。
h　ショーの代表として、マオリのダンス・ショーと羊ショーが上げられ
　る。人間性豊かで心の休まるマオリ音楽と、ややスローな体の動きの
　ダンス・ショーを鑑賞する事は、人口密集地に住む我々にとってスト
　レス解消の一時である。マリオ・ダンス・ショーは実に優しいマオリ
　の人々を代表しているようである。また犬やアヒルも参加して、とて
　も暖かい雰囲気で行う“羊ショー”は観光客に人気がある。羊にも多
　くの種類と異なった役目がある事など、羊を知るのに役立つ上に、異
　国ニュージーランドに来ているんだと言う実感を得る時である。
i　バンジージャンプ、スカイダイビング、モーターラリー、4Wブッシ
　ュ・サファリ、マウンテンンバイク、登山、スキー、乗馬、ウインド
　ーサーフィン、ジェットボートによる急流下りそしてゴルフなど、ど
　れをとっても若者達に人気のあるスポーツと遊びである。また、これ
　らは旅行者本人が参加できる“参加型スポーツやレジャー”で、参加
　する事によって、特に強い“旅の思い出”となる。自然保護が十分な
　されている、大自然の環境の元で、その上まだ原始林が多く残る異国
　の地で、レジャー・スポーツが思い切り楽しめるのであるから、若者
　に人気が出るのは無理もない。これらは大自然をバックにした、主に
　若者のための環境レジャー・スポーツ資源である。
j　若者のためのレジャーやスポーツ、家族のためのキャンプや動植物公
　園、中高年のための温泉や自然鑑賞など、各種の観光資源の種類を考
　慮すると、各年代の訪問客がロトルア観光を満足するように十分な配
　慮がなされている。そして、その上、ここに存在する多くの観光資源
　は、同時に各年齢層にうまくマッチして分布し、配置されている。旅
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行客がこの地域で各旅行シーズン毎に2、3泊しても、観光を充分に
エンジョイ出来て、飽きないようなプランの仕組みになっている。こ
れはロトルア地域が他の観光地と比べて、特に「行き先目的地観光
（Destination）」でありたいと願っているからである。
（B〉観光事業総合発展、プロセス論「段階的“20項目”」及び「簡易チェッ
　　クシート」
　最近の日本に於ける観光事業の経営状況はあまり好調とは言えない。関東
地区を例にとると、その代表的観光地域である、箱根、熱海、伊東、日光そ
して鬼怒川などの何れの観光地も、その訪問客数の著しい減少に悩んでいる。
その反面、地球の南半球オセアニア地域の多くの国際観光地、例えばオース
トラリアのケアンズ地区、ニュージーランドのフィヨルド・エリアやロトル
ア地域などの観光地へは、世界の各地から数多くの海外観光客が“行き先目
的地観光”として押し寄せている。
　他国に於ける国際観光客の最近の傾向に対するこの現実を“真のデーダラ
として謙虚に受け止め、日本の各観光地は、世界の国々からの訪問客の誘致
と客数の増加に心して努めなければならない。国際観光客数の増加を期待す
るとすれば、具体的にどの様な事柄を改善すべきなのか。この問題は今後の
日本における観光地の重要な研究のテーマである。
　ここではまず、観光事業を総合的に発展させるための、私の提案、一種の
プロセス論「段階的“20”項目」を述べる。これらは今回のロトルア視察
旅行後、私が必要と理解したものである。国際的レベルのセンスでこれから
観光事業を行う場合、これらの事柄は一つ一つクリアしなければならない項
目と確信する。そして次の提案「簡易チェックシート」とは、上記“20項
目”を分析、構想、展開、企画、研究そして計画して行く上に不可欠な基礎
調査データ収集のためのものである。全項目でチェックシートが必要とは思
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わないが、その殆どの項目で各種のチェックシートを使用する。今回はこの
内の二項目の例のみを紹介する。
観光事業発展、プロセス論「段階的“20項目”」
　今後新しく観光地を計画する場合、または、その計画後、地区の観光事業
を着実に一歩一歩前進させるために、以下の様な観光事業発展のための“段
階的システム”を通して事業の展開を総合的に検討して行く必要がある。ま
た、現存する多くの観光地で観光客数及び売上高が減少している地域、現在
は経営が順調でも、収入が横ばいで何となく将来に不安を抱えている観光地
区、また観光事業の国内外の競争に既に敗れ古びた観光地と化している所な
ども、もう一度この「段階的‘‘20”項目」を通して、将来の繁栄を再検討す
る事が出来る。
　提案された観光事業の発展のためのプロセス論“段階的20項目”に関する
最大の特徴は、既存の観光開発のように、まず“「資金」または「予算」優
先”の方式は採用されていない。気候、地形、自然環境、地域文化、住民の
性格なども含めて、その地域の特色を十分生かした観光開発としての、理想
の形の“グランド・マスター・プラン”がまず最初に創造される。そして何
よりも第一にこの“Grand　Master　Plan”が尊敬され、優先されなくてはな
らない。これは従来の考え方では“絵に描いた餅”と一掃されるかもしれな
いが、実はこのグランド・マスター・プランは伸縮自在の“プラン・システ
ム”を内部に持ち合わせている。従って、最終的な“資金調達量”や“資金
年次計画”にも適応し、開発が実現可能となる。また、後戻りしないシステ
ムであるので、“資金の追加”と“時間の経過”と共に理想の観光開発へと
近づく仕組みである。
この段階的項目コンセプトの概要を以下に示す。
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第一段階
　　1
　　2
　　3
第二段階
　　4
　　5
第三段階
　　6
第四段階
　　7
　　8
　　9
　　10
　　11
　　12
　　13
　　14
第五段階
　　15
第六段階
　　16
　　17
　　18
生
構想・調査・計画
気候
地形
観光資源
計画・企画
自然保護
景観地域計画
目標への設定
グランド・マスター・プラン
実行・実施
資金
管理システム
交通・運送システム
宿泊施設（公的都市基盤も含む）
広告情報システム
サービス教育（訓練・教育・技術向上〉
安全（交通事故・犯罪〉
その他
結果・検討
顧客満足
利益還元と情報のフィードバック
利益還元
地域住民幸福
社会発展、国家繁栄
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第七段階　継続・維持
　19　世界への貢献
　20　永遠の繁栄
　上記、総合的な観光事業発展のためのプロセス論「段階的“20”項目」に
関する工程順序をさらに見やすい表にすると、次のページの「図1」の様に
なる。
図1　観光事業発展「段階的“20”項目」
第一、第二段階
　構想・調査
　計画・企画
第三段階
　目標
第四段階
　実施
第五段階
　結果
第六段階　　　第七段階
　還元　　　　　維持
??
グランド
6マスター
フ。ラン
7資金 17地域
　住民
　幸福
8管理
9交通
10宿泊施設 15顧客
　満足
16利益
　還元
景観
5地域
計画
3観光
資源 11広告情報
12教育
18社会
　発展
4自然
保護
13安全
14その他
基礎資料収集のための「簡易チェックシート」
　システム「段階的“20”項目」の殆どで各種の簡易チェックシートが必要
であるが、今回、ここで提案したチェックシートは、システムの第一段階に
於ける“構想・調査・計画”の調査に際して使用する。今回の論文に紹介す
るものは、1気候、3観光資源に関するチェクシート“二枚”、「表1・表
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3」のみである。尚この簡易チェックシートの使用に当たって、調査官及び
計画者が特に留意すべき点を以下に述べる。但し、第一段階に於ける“構
想・調査・計画”の2）の“地形”に関するチェックシートの「表2」はこ
の論文では紹介されていないが、順序の関係で、特にその「表2」に関する
「留意点の概要」のみが記載してある。
1）気候に関する「簡易チェックシート」
　　気候と観光事業とは大いに関係している。まず、その地区の気候を明
　確に把握する事から始まる。その地域の気候を無視した観光資源の開発
　　は意味がない。気候からくるその地区独特の観光地“ブランドやその物
　語”を発見すべきである。現地の気候や歴史を無視して、観光客誘致の
　　目的で他国の珍しい物を無理に移籍しても資金が嵩むだけで、何れは失
　敗するかもしれない。それよりもその地域の気候と自然環境に生息する
　動物や植物、その土地が生産する山海の幸などの食材、そして土着文化
　などを含めた、観光産物を見つけ出す事が大切である。また、地震、嵐、
　竜巻、火山など、一般に良くないと考えられている事柄も調査項目に含
　める。大自然をなるべく人工的に開発しないで、その気候を徹底的に
　利用する考え方が適切で且つ最も大切である。もしこの段階で、他と余
　　り差別化するものがなければ、また明らかに国際市場競争に勝つ見込み
　がないと判断すれば、その観光事業構想の範囲や規模や内容を縮小して
　その開発の対策を立てれば良い。気候条件が元で派生する各種の観光事
　業に利用可能なものを、いろいろな角度から検討を加え、出来るだけ多
　　くアイデアを出し、魅力ある観光条件を整えたい。以上の様な事柄を念
　頭に置いて、このチェックシートでは“気候”に関しての「数値や言語」
　　などの基礎データの収集を行う。
2）地形に関する「簡易チェックシート」
　　平地、台地、丘、山、谷、絶壁、断崖、海岸線、入江、湾そして島な
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ど、出来るだけ地形は変えない事が大切であり、そのままの自然の形で
観光資源として利用する。さらに考察を加えて、その地域の地形の特色
を十分理解した上で、観光事業に利用可能なものは多面的に検討を加え、
そして新しい観光商品を見つけ出さねばならない。　また地形と観光地
の景観は大いに関係する。もし観光地の地形を少しでも変えるとすれば、
それは大規模な土木事業の建設を行うことを意味しており、同時に多額
の建設資金を必要とする。そして、これは結局は観光地の旅行コストを
吊り上げ、観光客に跳ね返り、価格の面で国際競走に敗れる事になる。
その上、人工的なものが必要以上に加わる結果になり、景観上も良くな
い。例として、「一企業のホテル」だけが良い地形と良い景観を得るた
め、大規模な建物を建てその景観を独占する。次に他の企業のホテルが
その建物のすぐ後ろに、さらに高い建物を立てる。これが次から次へと
行われては結局は乱開発となり、その観光地の景観は崩れ、イメー
ジ・ダウンに繋がり、結果として、その観光地は衰退し、いずれは崩壊
する運命を辿る。この地形の基礎データ収集の段階で、この様な乱開発
問題も含めて、討議されなければならない。　もし建設が必要なら最小
限に止め、あくまでも自然環境保護第一で、自然と地形を生かした秩序
ある観光地開発を行うべきである。従って、観光地が、ただ経営と利益
のためだけに無制限に大きくなる理由はない。むしろ地域限定産業であ
る。ここでは地形から来る“ベストの観光都市景観”とその地形利用の
“魅力ある観光地”を探るための基礎データを収集する。そしてこれか
ら完成されるであろう観光地全体のイメージ像がスケッチされなければ
ならない。
3）観光資源に関する「簡易チェックシート」
　　アトラクションを含め、観光地の目玉として“売り出し可能性なもの”
　は全て、洗い出さなければならない。自然そのものや自然環境から得ら
　れるもの、例えば山の形、山脈の美しさ、滝、滝の音、樹木の種類、樹
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木の大きさ、獣の道、紅葉などを含めた季節の山の変化、川の流れ、川
の音や匂い、岩や絶壁、風景の美しさ、浜辺、海岸線の景観、入江、海
の音と広さ、平地林や森林、そこで育つ野草や花、昆虫や小動物、珍し
い鳥や動物、空の大きさや気候の変化、雲や霧及び雪、温泉や地熱利用
のドロ池、池、澄み切った湖などである。
　食文化も大切な観光資源である。そこで取れる新鮮な食材をも含めて、
その土地の特産物の発掘も重要項目となる。その他、休養、遊び、レク
レーション、スポーツなどとの併用の観光資源と、その土地柄とを結び
付けて、観光資源開発可能な各種のアイデアを考え出さなければならな
い。
文化的な側面から、その土地の踊りや音楽そして芸術品、地場産業とし
ての工芸品や工業製品、歴史的な建造物や寺院、新しいタイプの集会場
や会議場なども考えられる。またホテル、旅館、ロッジ、観光客用のア
パート、民宿なども観光資源の一つとして捕らえ、その快適空間デザイ
ンを高めなくてはならない。今日の国際観光客の要求レベルを考慮して、
特に鉄道の駅、空港の旅客ターミナルビル、そして幹線道路を含めた道
路網、さらに、豊富な自然環境を周りに施して、広く、美しく且つホス
ピタリチー溢れる周囲環境にしなくてはならない。これら一つ一つのデ
ザインの品質と地域全体の環境デザインが観光資源のなのである。
　ここで最も大切な事は、この洗い出した各要素を、有機的に結合させ
てその土地の観光商品、即ち“観光ブランド”として売り出す事が出来
るかどうかである。最初の段階では数も種類も多ければ多いほぞ良いし、
また欲を言えば、その質が高ければ高いほど良いことは言うまでもない。
さらに一段と具体的に、例えば家族のための“一日観光ルート”とか、
実年の人々の“日帰りツアー”とか、若者のための“グレート・スキ
ー・ツアー”などの内容のイメージがこの段階で出てくる事が望ましい。
そうすれば、その後の観光地の企画や計画が具体的に設定しやすくな
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る。この時点で「正に驚きの旅行キャンペーン」などが出来上がるく
らいの観光商品が、少なくとも10タイプ位見け出す事が望ましい。この
様な姿勢を踏まえて、この項目“観光資源”に関する調査を行う。
表1　簡易チェックシート　1（気候）
調査目的地住所
地区人口 調査年月日
?????（ ）
No．大分類 地帯
気象要因
a太陽b乾燥c風 d暴風e雨 f雨期9雪 h雷、霜、雲 i竜巻j他
1気象 1灼熱
2暑い
3温暖
4寒冷
5厳寒
6その他
蒸し暑い
高湿度
CheckPohlts
ランク付け 特色 備考
評価点
1世界的レベル
（国際レベル）
A
2アジアレベル B
3日本的レベル C
4地域代表 D
5自治体レベル E
No．
観光資源利用可能メモ（例）
　　コード番号 特色 利用目的 ランク
1 例：1－a地形も景観もよく、太陽が一杯で年中暑い 年問夏型リゾート開発 A 10／10
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表3　簡易チェックシート　3（観光資源）
No．大分類 分類　　　　　　　　内容メモ 適用 マーク
3 観光
資源
1自然
2文化
3その他
1空（紺碧の空、入道雲、オーロラ、星座）
2陸 1山岳
2平地
3湖、河川
4絶壁
5地中
6混合
3海 1海
2島
3岸壁
4海中
4混合
5その他（温泉）
1歴史
2文化 1衣服
2食
3建造物
3観光産物、芸術品
4スポーツ
5ブランド品
観光物語
6娯楽
7その他
注意：1）独自の方法の“観光地物語”、2）観光地精神の具体性、3）その観光産業が地域
社会へ十分な価値を加える可能性、4）住民と観光ブランドとの共感などについて十分討
論されなければならない。
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結び
　ニュージーランドの各都市の観光地を今回視察旅行して、一番感じた事は
どの町も爽やかで美しい環境を維持していることであった。そして自然環境
保護などを含めて、尚一層これらの維持管理に努力する姿勢が見られた。日
本に於いて、今後の環境観光による“地域おこし”を目指す時、ニュージー
ランドから多くの学ぶべき事柄があると痛感した。さらに、この国の観光業
とは国を挙げての「町おこし」産業でもある。
　この事実を踏まえて考える時、私が到達した結論は次のようである。今後
の日本に於ける観光産業とは総合的なものでなければならない。例えば、a
国を挙げての人材育成やサービス精神の確立、b観光地全地域に渡っての美
しい景観と自然環境の確保、c文化や産業などを含めたその土地独自の“観
光ブランド”や“観光物語”の発掘、などの各要素、部分、機能が総合的に
融合されなくてはならない。
在来型の財務優先の考え方では、資金力のある人やその人を取り巻く周辺の
グループによって、観光地が一面的に建設されてしまうからである。また
他の人は資金力のある人に“おまかせ”という姿勢を取らざるを得ない。
ここに大きな落とし穴がある。従って、理論的に立案された“グランド・マ
スター・プラン”を特に尊重して、これを何よりも、まず第一に優先する観
光産業の姿勢を貫いた“観光による町づくり”を提案する。
　さらに、日本に於ける観光産業を発展させるためには、国または自治体の
果たす役割が極めて重要であり、この産業に対して役所の運営能力と管理姿
勢が大切である事に気づいた。日本の文化、政治及び商業の習慣から考える
と、これから記載する「七項目」の実施は困難を極めるかもしれない。今後
の観光地改善のための、そして抜本的な問題解決の主な政策として、以下に
“七項目”をあえて挙げて、この論文の「結び」の一部とした。
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1）　一般に、日本の観光地は複雑で分かりにくい。道路網なども含めて、
　　観光地はもっ≧明快で美しい場所として、その環境を整えるべきであ
　　る。そして出来るだけ自然環境は壊さない。旅行者にホスピタリテー
　　を与えるような場所として計画されなければならない。
2）　新開発の観光地域の土地所有に関する管理方法は、各種の方式が考え
　　　られるが、私の提案では、まず第一段階として、法律の改正を行い、
　　土地価格を凍結した後、その地域全体の土地の所有は自治体のものと
　　する。そしてそれらを観光業を強く希望す者に限って、“リース・ホ
　　ールド方式”で彼らにリースする。期間は30年位で十分である。この
　　間の規制は厳しくして、両者（自治体と事業参加者）にはその罰則を
　　“極めて厳しく”する。観光地域内に、自然環境観光地構想を立案し、
　　そしてそれらを実現させる。第二段階として、30年後、その観光地
　　が自然環境観光地域として整備された時点で、自治体から、私企業ま
　　たは、個人にその所有権を移行させるか、または、そのままリースを
　　続行するかは、両者間で協議する。いずれにしても、この時点ではあ
　　る程度の規制枠を取り外し、不動産においても、市場経済に委ねる方
　　法を取る。
3）　観光地域開発の源流に当たる、構想、企画、基本計画なども自治体内
　　では行わず、国際設計競争入札とすれば、競争入札のため、新しい発
　　想の転換が図れ、オリジナルな観光地が誕生して賢明である。例えば、
　　　日本のある観光地の全体設計が地球の裏側の人達によって実施されて
　　　も不思議な事ではない。
4）　観光地開発の全体の建設コストを下げるためには土木・建設・備品関
　　係などの入札方法では“自由競争入札”が望ましい。しかし我が国で
　　は古くから各業者間に「談合」方式が存在していて、その悪“商習慣”
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は後を断たない状況である。
　そこで、開発するための土木・建設・備品に関する入札は国際競争
入札などを行い、その建設価格を世界のレベルの価格まで押さえる方
法を提案する。またガス、水道、電気などの公共光熱費のコスト・ダ
ウンを測り、全体の開発費用とそのランニング・コストを同時に下げ、
旅行費用と品質を国際競争に勝てるようにする。また、これは同時に、
観光事業全般の「管理のキー」を握る国や自治体の人事システムに関
する事柄にまで踏み込み、その「人事管理システム」と「各種規制」
を抜本的に合理化させる必要のある事を示唆している。
5）　乱開発は止め、観光地域面積の規模の大きさにより、ホテル数や収容
　　人数などを含め、全体施設面積を制限する。更に、観光地の土地区
　　割りは“スーパー・ブロッグ’方式を取り入れ、観光地の各区画の敷
　　地面積を思い切って広く取り、空間的に豪華なものとする。観光地の
　　“景観とその機能”をまず何より第一に優先する。他に付随する諸問
　　題は次の段階の問題として解決する。
6）　もし以上の方式で、観光地として人気が出れば、同じような考え方で、
　　隣接地域に新しい観光地ゾーンを作り、両地域をループ状に繋げば良
　　　い。
　　　要するに、例えば、同地域内のAホテルとBホテル問での個々の競
　　争を重要視する形式ではなく、もっと総合的な地域全体の環境観光事
　　業の意味に於ける、A地域とB地域間の両地区間自由競争の原理に委
　　ねる考え方である。そして両観光地域問で健全なコストとサービスの
　　品質で経営競争を行えば、より高品質な観光産業の誕生が期待される
　　上に、鎖状に観光地域が成長して、国益にも繋がる。
7）　自治体は町の「幹線道路を含めた、道路網」や「ゾーン割り」など大
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きな役割だけを提案し、計画する。これらは半永久的に使用されるも
のであるので、交通結節点エリアや道路巾は広く、ゾーン割りや駐車
場などは大きく区画する。そして建築物の容積率やセット・バック方
式及び町の緑化計画などの規制を決めれば、後は時代の流れや、流行
の変化に従って立て替えの効くものであるので、あまり細かい規制を
設けないで、経営者の自主に任せれたほうがば良い。「ゾーン割り」
が大きくて、観光地の周りの自然環境が美しく保護されていれば、あ
まり規制がない方が町は美しくユニークで「個性的」に、時の流れと
共に成長して行く。
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